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ABSTRAK 

Ayu Ananda Aristia. 2021. Analisis Makna Kata 最後 (Saigo) dan 最終 (Saishuu) 

dalam Kalimat Bahasa Jepang. Skripsi, Program Studi Pendidikan Bahasa Jepang, 

Fakultas Bahasa dan Seni, Universitas Negeri Jakarta. 

 

Kata-kata yang memiliki arti yang sama kerap ditemukan dalam mempelajari 

sebuah bahasa. Begitu juga ketika mempelajari bahasa Jepang. Dalam mempelajari 

bahasa Jepang, sering ditemukan beberapa kata yang memiliki arti yang sama atau 

bersinonim. Salah satu contohnya ialah kata 最後 (saigo) dan 最終 (saishuu) yang 

dalam bahasa Indonesia memiliki kesamaan arti yaitu ‘akhir/terakhir’. Tujuan 

penelitian ini ialah untuk mengetahui perbedaan makna yang terkandung dalam 

kata 最後 (saigo) dan 最終 (saishuu) serta untuk mengetahui apakah kedua kata 

tersebut dapat saling menggantikan atau tidak dalam kalimat bahasa Jepang. 

Penelitian ini mengacu pada definisi gabungan dari beberapa kamus, yakni 

Sanseido Kokugo Jiten, Shinmeikai Kokugo Jiten, dan Nita Kotoba Tsukaiwake 

Jiten. Menurut definisi dari kamus, kata 最後 (saigo) memiliki makna akhir dari 

suatu tahapan atau urutan, bagian akhir dari jangka waktu atau periode tertentu, dan 

akhir dari kegiatan yang berkelanjutan. Sementara kata 最終 (saishuu) memiliki 

makna bagian paling akhir dari suatu periode atau jangka waktu tertentu, dan hasil 

akhir dari suatu proses. Penelitian ini mengkaji mengenai perbedaan makna pada 

kata 最後  (saigo) dan 最終  (saishuu) ditinjau dari segi semantik. Penulis 

menggunakan teknik subtitusi (pergantian) untuk mengetahui dalam situasi 

bagaimana kata yang bersinonim dapat saling menggantikan di dalam 

kalimat. Sumber data dari penelitian ini diambil dari situs surat kabar daring Asahi 

Shinbun Digital dan Yomiuri Shinbun Online. 

Hasil analisis menunjukkan bahwa kata 最後 (saigo) dan 最終 (saishuu) dapat 

saling menggantikan pada situasi ketika menerangkan suatu bagian paling akhir 

dalam suatu jangka waktu atau periode tertentu. Perbedaan dari kedua kata ini ialah, 

kata 最後  (saigo) dapat digunakan untuk menunjukan bagian akhir dari suatu 

tahapan atau urutan dan bagian akhir dari kegiatan yang berkelanjutan. Sedangkan 

kata 最終 (saishuu) digunakan untuk menunjukan hasil akhir dari suatu proses. 

 

Kata Kunci: sinonim, makna, saigo, saishuu, kalimat bahasa Jepang 
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ABSTRACT 

Ayu Ananda Aristia. 2021. Meaning Analysis of 最後 (Saigo) and 最終 (Saishuu) 

in Japanese Sentence. Thesis, Japanese Language Education, Faculty of Language 

and Art, State University of Jakarta. 

 

Synonymous words are often found in studying a language. For example, 最後 

(saigo) and 最終 (saishuu) have the same meaning in Japanese language. These 

two words also have the same meaning in Indonesian language that is ‘akhir’ or 

‘terakhir’. The purpose of this study is to determine the difference in meaning 

between 最後 (saigo) and 最終 (saishuu) and to determine whether the two words 

can replace each other or not in Japanese sentences. The writer used the substitution 

technique to find out in what situations the words 最後 (saigo) and 最終 (saishuu) 

can replace each other in a sentence. The data sources of this study were taken from 

the websites of the online newspapers Asahi Shinbun Digital and Yomiuri Shinbun 

Online. The results of the analysis show that the words 最後 (saigo) and 最終 

(saishuu) can replace each other in situations when describing ‘the last part of a 

certain period of time’. The difference between these two words is that 最後 (saigo) 

can be used to indicate ‘the end of a stage or sequence’ and ‘the end of a continuous 

activity’. 最終 (saishuu) is used to indicate ‘final result of a process’. 

 

Keywords: synonym, meaning, saigo, saishuu, Japanese sentence 
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日本語文における「最後」と「最終」の意味的の分析 

ジャカルタ国立大学 

アユ • アナンダ • アリスティア 

ayuanandaa24@gmail.com 

 

概要 

A. はじめに 

コミュニケーションにおいて、似た意味を持つ言葉がよく見られる。 

似た意味を持つ言葉は、「類義語」とも呼ばれる。似た意味を持って

いるが、実際には用いられる文脈が違う言葉もある。この文脈の違い

により、完全に類義語を互いに入替えることが不可能である。日本語

学習者が似た意味を持つ言葉を区別することが判断できず、問題にな

っている。似た意味を持つ言葉の例は、「最後」と「最終」である。

インドネシア語では、’terakhir’という意味である。 

この問題を明らかにするために、３０のジャカルタ国立大学の日本

語学科の大学生を対象として日本語文における「最後」と「最終」の

言葉に関するテストとアンケート調査を行った。このアンケートとテ

ストの目的は、回答者が「最後」と「最終」という言葉の違いを理解

しているのかを調べるためである。アンケート調査の結果によると、

文中の 2 つの言葉を選択するのが難しいと思う回答者は 97％である。

mailto:ayuanandaa24@gmail.com
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ほとんどの回答者はまだ「最後」と「最終」の違いを理解していない

ことがわかる。 

三省堂国語辞典（1960:296）によると、「最後」について、「い

ちばんあと（うしろ）。おわり。」と述べている。新明解国語辞典

（2017:559）によれば、「最後」について、幾つか続いているものの

最もあと(うし ろ)にあること(もの)であり、決定的な事態を招く時点

であることと述べている。 新明解国語辞典が述べているように、似た

言葉使い分け辞典（2001:98-99）は「最後」について、時間的にみた

最も後の部分をいい、空間的に並んだ順番の最も後の部分をも言うと

述べている。 

三省堂国語辞典（1960:297）によると、「最終」について、いち

ばんおわり（すえ）であり、交通機関でその日の最後に出る列車（電

車・バス）などであると述べている。新明解国語辞典（2017:561）に

よれば、「最終」については二つの意味がある。第一は、時間的に一

続きの物事の最も終りである。第二は、途中にいろいろな経緯が有っ

たが、最後にたどげっいた結果としてはそうなった様子である。それ

に、似た言葉使い分け辞典（2001:98-99）によると、「最終」につい

て、時間的にみた最も後の部分をいうことである。 

 「最後」と「最終」の類似点と相違点は、学習サイトの「贈る言

葉情報館」、「WA.SA.Bi」、「 italki」や、質疑応答サイトの

「Yahoo！知恵袋」などで議論されている。しかし、これまで、この
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二つの言葉についての研究はない。したがって、「最後」と「最終」

という言葉の意味を研究することが重要である。 

本研究の目的は、日本文における「最後」と「最終」の意味の違い

や互いに入替えることができるかどうかを明らかにすることである。

研究対象として、オンライン新聞サイトの「朝日新聞デジタル」およ

び「読売新聞オンライン」を利用する。 

研究者は上記で概説した背景に基づいて、本研究の問題を次のよう

に設定する 

1. 日本語文における「最後」と「最終」という言葉の意味はど

のように異なるか。 

2. 日本語文における「最後」と「最終」はどのような状況で入

替えられるか。 

 

B. 研究方法 

本研究では、データの分析方法は「置換」方法を利用した。「置換」

方法というのは、文における言葉が他の言葉に入れ替える方法である。

本研究では、日本語文における「最後」が「最終」に入れ替え、その

逆も同様である。このように、類義語はどのような状況で入れ替える

ことができるかを調べる。 



 

x 
 

本研究でも、記述的分析手法を使用している。この手法は、日本語

文における「最後」と「最終」の意味の分析の結果を記述してから説

明して 、結論が導かれる。 

 

C. 研究結果と分析 

本研究に使用されたデータは、「最後」を用いる 25 個の文と「最

終」を用いる 24 個の文からなる 49 文である。データは、オンライン

新聞サイトの「朝日新聞デジタル」および「読売新聞オンライン」か

ら集めた。 

分析の結果によると、「最後」について、「幾つかの続いているこ

と（もの）の最も後の部分」という意味を持つ文は 4 文、「空間的に

並んだ順番の最も後の部分」は 2 文、「時間的にみた最も後の部分」

は 19 文である。次の表のように示す 

「最後」に含まれる意味 

 

言葉 意味分類 番号 文の数 

最後  

幾つかの続いていること

（もの）の最も後の部分。 
4, 9, 17, 23 4 

空間的に並んだ順番の最も

後の部分。 
11, 24 2 

時間的にみた最も後の部

分。 

1, 2, 3, 5, 6, 7, 8, 10, 

12, 13, 14, 15, 16, 

18, 19, 20, 21, 22, 25 

19 
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一方、「最終」について、「時間的にみた最も後の部分」という意

味を持つ文は 18 文、「過程の結果」は６文である。次の表のように

示す 

「最終」に含まれる意味 

言葉 意味分類 番号 文の数 

最終  

時間的にみた最も後の部

分。 

1, 2, 3, 4, 6, 8, 9, 

11, 12, 13, 14, 15, 

16, 18, 19, 20, 21, 

22 

18 

過程の結果。 5, 7, 10, 17, 23, 24 6 

 

次に、「置換」方法をした結果、37 文で「最後」と「最終」を入

れ替えることができることが明らかになった。その一方、12 文で「最

後」と「最終」は入れ替えることはできないことがわかった。 

 

D.  終わりに 

本研究の結果に基づいて、日本文における「最後」と「最終」とい

う意味は、次のようにまとめられている： 

1. 「最後」の言葉は、「幾つかの続いていること（もの）の最も後の

部分」、「空間的に並んだ順番の最も後の部分」、「時間的にみた

最も後の部分」という意味を持つ。 

2. 「最終」の言葉は、「時間的にみた最も後の部分」と「過程の結

果」という意味を持つ。 
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3.  「最後」と「最終」の言葉は、「時間的にみた最も後の部分」と

いう意味で互いに入れ替えることができる。 
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